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条
例
改
正

◆
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　
（�

税
制
改
正
に
よ
る
地
方
税
法
の

一
部
改
正
）に
伴
い
該
当
す
る
税

【
個
人
住
民
税
】

・�

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
見
直
し

に
よ
り
、
適
応
期
限
の
延
長
、

控
除
率
の
引
き
下
げ
等
。

　
（�
詳
し
く
は
町
税
務
住
民
課
窓
口
で
）

国
保
税 
昨
年
と
変
わ
ら
ず

◆�

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　
（�

国
保
税
の
案
分
率
の
改
正
と
未

就
学
児
に
対
す
る
均
等
割
額
の

軽
減
及
び
賦
課
限
度
額
の
改
正
）

・�

後
期
高
齢
者
医
療
支
援
金
、

介
護
納
付
金
分
に
お
け
る
所

得
割
の
率
を
０
，
０
４
引
き

上
げ
た
。
対
象
と
な
る
未
就

学
児
は
約
30
名
。

　
（�

詳
し
く
は
Ｐ
23
国
保
税
あ
ん
ぶ

ん
率
表
で
ご�

確
認
下
さ
い
）

※
他
に
１
件
の
改
正
が
あ
っ
た
。

　
議
案
名
は
議
案
審
議
結
果
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

補
正
予
算

一
日
も
早
い
震
災
復
旧
を
願
い

◆
一
般
会
計（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
４
億
５
，
４
８
８
万

９
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
68
億
３
，
２
３
７
万
２
千
円

と
す
る
も
の
。

《
主
な
歳
入
》

●
国
庫
支
出
金

・�

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策

費
国
庫
負
担
金

１
，
４
２
１
万
１
千
円

・�

公
立
学
校
施
設
災
害
復
旧
費

負
担
金　
　
　

４
，
６
６
６
万
６
千
円

・�
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
給
付
事
業
費
補
助
金

　
（�
低
所
得
子
育
て
世
帯
に

　

 

児
童
一
人
に
つ
き
５
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　
４
５
０
万
円

・
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

　
　
　
５
，
８
５
８
万
４
千
円

●
都
道
府
県
支
援
金

・
災
害
救
助
費
等
負
担
金

　
　
　
５
，
０
０
０
万
５
千
円

●
地
方
債

・�

防
災
・
減
災
対
策
等
強
化
推

進
事
業
債　

７
，
４
７
０
万
円

・�

公
共
土
木
施
設
等
災
害
復
旧

事
業
債　
８
，
０
０
０
万
円

・�

教
育
施
設
災
害
復
旧
事
業
債

　
　
　
　
　
２
，
３
３
０
万
円

《
主
な
歳
出
》

●
臨
時
交
付
金
対
象

・
行
政
連
絡
員
費　

　
５
２
２
万
円

　
（�

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
奨

励
金
一
町
内
会
に
３
万
円
、

　

 

一
世
帯
に
一
千
円
）

・
文
書
管
理
費　
３
０
８
万
円

　
（
丁
合
機
整
備
事
業
）

・�

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
へ
の

応
援
商
品
券
給
付
事
業

６
０
４
万
５
千
円

　
（�

一
世
帯
５
千
円
、
１
，
１
０
０

件
分
）

・�

子
育
て
応
援
商
品
券
給
付
事

業
費　
　
８
２
３
万
９
千
円

　
（�

０
～
18
歳
児
童
一
人
５
千
円
の

商
品
券
１
，
５
０
０
名
分
）

・
商
工
振
興
対
策
費

　
　
　
　
　
２
，
４
２
０
万
円

　
（�

こ
お
り
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券�

プ
レ
ミ
ア
ム
率
50
％
）

●
令
和
４
年
３
月
地
震
対
応　

・�

被
災
住
宅
応
急
修
理
支
援
事

業　
５
，
０
０
０
万
５
千
円

　
（�
半
壊
・
中
規
模
半
壊
19
世
帯
、

準
半
壊
１
２
９
世
帯
）

・
橋
梁
災
害
復
旧
費

　
　
　
１
億
６
，
３
０
０
万
円

　
（�

昭
和
大
橋
へ
の
災
害
復
旧
で
は
な

く
、
災
害
防
止
か
ら
被
災
し
て
い

な
い
１
橋
脚
、
２
橋
台
に
も
ゴ
ム

支
承
へ
材
質
を
取
り
換
え
る
）

・
小
学
校
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
７
，
０
０
０
万
円

　
（�

伊
達
崎
小�

３
階
間
仕
切
壁
復

旧
工
事
、
水
飲
み
場
解
体
）

●
国
庫
返
還
金

・�

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
へ
の

臨
時
特
別
給
付
事
業

　
　
　
　
２
８
９
万
２
千
円

　
（�

令
和
３
年
度
分
確
定
に
伴
う

　

 

返
還
金
）

・�

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

給
付
金
事
業
費

２
２
９
万
７
千
円

　
（�

令
和
３
年
度
分
確
定
に
伴
う

　

 

返
還
金
）

質�

疑　
「
こ
お
り
夏
ま
つ
り
」事

業
の
内
容
、
応
援
商
品
券
給

付
事
業
、
小
学
校
災
害
復
旧

費
へ
の
質
疑
が
多
く
あ
っ
た
。

討
　
論

補
正
予
算
に
対
し
て

岡
本 

貴
士
議員

　
地
震
で
倒
壊
し
た
教
室
壁
は
、

復
旧（
地
震
前
の
も
と
の
状
態

に
戻
す
こ
と
）だ
け
で
は
不
十

分
で
あ
る
。
地
震
倒
壊
前
の
伊

達
崎
小
学
校
の
教
室
壁
は
、
鉄

筋
の
配
置
が
な
く
、
高
さ
１
・

２
ｍ
を
超
え
る
ブ
ロ
ッ
ク
壁
で

あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
壁
は
、

建
築
基
準
法
施
行
令
第
61
条
に

照
ら
せ
ば
、
安
全
性
を
担
保
し

た
も
の
と
は
言
え
な
い
。
私
は

復
旧（
地
震
前
の
も
と
の
状
態

に
戻
す
だ
け
）の
予
算
だ
け
で

は
な
く
、
強
化
す
る（
強
度
を

高
め
る
）予
算
も
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
本
補
正

予
算
に
反
対
す
る
。

川
名 

静
子
議員

　
本
補
正
に
は
物
価
高
騰
か
ら

弱
い
立
場
の
方
々
に
配
慮
し
た

町
独
自
の
商
品
券
の
給
付
、
さ

ら
に
は
３
月
に
発
生
し
た
地
震

に
よ
り
被
災
し
た
教
育
現
場
の

復
旧
費
、
昭
和
大
橋
の
復
旧
費

と
町
民
生
活
に
直
結
す
る
事
業

で
あ
る
。
商
品
券
給
付
に
よ
り

町
内
で
の
経
済
効
果
も
期
待
で

き
る
も
の
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
感
染
者
の
減
少
が
見

ら
れ
る
中
、
４
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
も
予
算
化
さ
れ
た
。

　
今
年
こ
そ
、
終
息
の
兆
し
が

見
え
美
味
し
い
桃
が
で
き
る
こ

と
を
期
待
し
討
論
と
す
る
。

鈴
木 

隆
志
議員

　
町
民
生
活
に
と
っ
て
緊
急
に

対
応
が
必
要
と
な
る
大
切
な
予

算
で
あ
る
こ
と
は
十
分
理
解
し

て
い
る
が
、
次
の
２
点
か
ら
反

対
す
る
。

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
へ
の

応
援
商
品
券
が
一
世
帯
あ
た
り

の
支
給
と
な
っ
て
い
る
が
、
子

育
て
応
援
商
品
券
同
様
に
一
人

あ
た
り
の
支
給
と
す
る
こ
と
の

検
討
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
。

　
伊
達
崎
小
学
校
３
階
間
仕
切

壁
復
旧
工
事
は
、
軽
鉄
骨
に
よ

る
新
た
な
壁
の
強
化
工
事
で
あ

る
。
国
か
ら
復
旧
工
事
と
し
て

の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
か
不
明

確
で
あ
る
こ
と
。

斉
藤 

　

謙
議員

　　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
地
震

等
に
因
る
町
民
へ
の
被
害
対
応

で
あ
り
、
早
期
に
実
施
す
べ
き

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
賛
成
討
論

と
す
る
。
但
し
、
委
託
料
等
の

計
上
に
際
し
て
、
積
算
根
拠
を

明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
。

齋
藤 

松
夫
議員

　
本
予
算
案
は
、
全
体
と
し
て

賛
成
で
き
る
も
の
と
判
断
す
る
。

そ
の
う
え
で
意
見
を
一
つ
述
べ

て
お
き
た
い
。

　
今
度
の
補
正
に
よ
り
令
和
３

年
度
予
算
額
は
68
億
余
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
政
教
分
離

の
貫
徹
を
始
め
、
法
令
遵
守
の

立
場
を
貫
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
問
題

は
す
み
や
か
に
改
め
、
適
正
な

事
務
執
行
と
す
る
こ
と
を
求
め

る
と
こ
ろ
だ
。

佐
藤 

武
朗
議員

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
3
月

に
発
生
し
た
地
震
対
応
の
予
算

が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
当
然

こ
の
復
旧
の
早
期
完
成
を
望
む
。

説
明
の
中
に
は
今
後
の
地
震
に

も
対
応
し
た
復
旧
内
容
と
認
識

し
て
い
る
。
ま
た
、
町
民
の
元

気
に
繋
が
る
各
種
事
業
予
算
も

計
上
さ
れ
て
お
り
、
早
期
の
事

務
執
行
を
お
願
い
し
賛
成
討
論

と
す
る
。賛

成
８
名　
反
対
２
名

◆
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
（
事
業
勘
定
）（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
２
５

万
７
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
を
13
億
５
，
６
２
７
万
４
千

円
と
す
る
も
の

《
歳
入
》

・
国
民
健
康
保
険
税

▲
３
，
０
０
０
万
円

・
繰
越
金

�

２
，
７
７
４
万
３
千
円

《
歳
出
》

・�

国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金

▲
１
，
０
３
８
万
６
千
円

・
介
護
納
付
金３

１
２
万
９
千
円

・
基
金
積
立
金　
５
０
０
万
円

陳
情 

審
査
結
果

女
性
ト
イ
レ
の
維
持
及
び
そ
の
安

心
安
全
の
確
保
に
つ
い
て
の
陳
情

（
陳
情
者
）

　

�

神
奈
川
県
大
和
市
中
央
２
―

１
―
15　

５
階（
大
和
法
律

事
務
所
内
）

　
女
性
ス
ペ
ー
ス
を
守
る
会

　
―�

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
案
に
お
け
る『
性

自
認
』に
対
し
慎
重
な
議
論
を

求
め
る
会
―

共
同
代
表

　
　
飯
野
香
里　
井
上
恵
子

　
　
永
田
マ
ル　
山
田
響
子

（
審
査
委
員
会
）

　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

（
審
査
結
果
）　
趣
旨
採
択

川
名 

静
子
議員

　

委
員
長
報
告
に
反
対
す
る
。

こ
の
陳
情
に
は
ト
イ
レ
で
の
性

暴
力
被
害
を
な
く
す
た
め
、
共

用
型
で
は
な
く
区
別
し
て
欲
し

い
と
の
陳
情
だ
。
本
町
の
現
状

を
調
査
す
る
こ
と
な
く
陳
情
の

主
旨
を
理
解
し
た
答
弁
と
は
理

解
で
き
な
い
。

国
民
の
祝
日「
海
の
日
」を
７
月

20
日
に
固
定
化
す
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
陳
情

（
陳
情
者
）

　

�

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
２

―
６
―
４　
海
運
ビ
ル

　
海
事
振
興
連
盟

請
願
・
陳
情
と
は

　
町
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
や
要
望

等
を
町
政
へ
反
映
さ
せ
る
制
度
で
す
。

※
請
願
・
陳
情
書
の
作
成
・
提
出
方

法
に
つ
い
て
は
議
会
事
務
局
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

�

　
（
電
話
５
８
２
―
２
１
１
３
）

賛成

反対

反対反対

反対

賛成

賛成

賛成

例
会期：６月14日〜20日（７日間）

６ 月
定 会

提出議案 22 件を審議
条例改正３件、補正予算２件、報告４件、
同意１件、陳情審査５件、財産の取得、
発意４件、発議１件、
議員の派遣の計22件を可決、同意した

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）
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会
長　
衛
藤　
征
士
郎

（
審
査
委
員
会
）

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

（
審
査
結
果
）

　
採　
択（
意
見
書
提
出
）

　
　
賛
成
５
名　
反
対
５
名

議
長
賛
成

齋
藤 

松
夫
議員

　
戦
前
回
帰
型
の
方
向
に
進
む

意
見
書
と
し
て
反
対
す
る
。
日

本
共
産
党
は
現
行
海
の
日
制
定

に
は
賛
成
の
態
度
を
と
っ
た
。

そ
れ
を
７
月
20
日
に
固
定
化
し

よ
う
と
す
る
理
由
は
、
戦
前
の

天
皇
主
権
下
に
お
け
る
、
天
皇

の
行
為
を
記
念
し
て
の
こ
と
で

あ
る
。
国
民
主
権
の
観
点
か
ら
、

こ
れ
に
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

国
の『
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援

等
事
業
』の
継
続
と
、
被
災
児
童

生
徒
の
十
分
な
就
学
支
援
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

（
陳
情
者
）

　
福
島
市
上
浜
町
10
―
38

　

�

福
島
県
教
職
員
組
合

　
中
央
執
行
委
員
長

　
　
　
　
　
　
瀬
戸　
禎
子

（
審
査
委
員
会
）

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

（
審
査
結
果
）

　
採　
択（
意
見
書
提
出
）

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情

（
陳
情
者
）

　
伊
達
市
保
原
町
字
舟
橋
１
８
０

　
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

　
福
島
県
連
合
会　
伊
達
地
区

　
連
合
会　

　
　
　
議
長　
髙
橋　
誠
一

（
審
査
委
員
会
）

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

（
審
査
結
果
）

　
採　
択（
意
見
書
提
出
）

沖
縄
を「
捨
て
石
」に
し
な
い
安

全
保
障
政
策
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
陳
情

（
陳
情
者
）

　
鶴
岡
市
水
沢
字
行
司
免
43
―
13

　

�

辺
野
古
を
止
め
る
！
全
国
基

地
引
き
取
り
緊
急
連
絡
会

　
　
代
表　
漆
山　
ひ
と
み

（
審
査
委
員
会
）

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

（
審
査
結
果
｝

　
不
採
択

総
務
文
教
常
任
委
員
会　
委
員
長　
斉
藤　
謙

　
令
和
４
年
３
月
１
日
付
託
さ

れ
た
本
陳
情
書
は「
継
続
審
査
」

と
し
調
査
し
て
き
た
。

　
今
定
例
会
に
中
間
報
告
を
行

い
、
当
委
員
会
か
ら
特
別
委
員

会
に
付
託
を
改
め
る
結
論
に

至
っ
た
。

（
審
査
結
果
）

１
．
二
つ
の
常
任
委
員
会
に
ま

た
が
る
審
査
は
、
特
別
委
員
会

に
よ
り
行
わ
れ
る
の
が
通
例
で

あ
る
。
本
件
陳
情
審
査
は「
桑

折
町
第
２
期
子
ど
も
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」等
産
業
厚
生
常

任
委
員
会
所
管
の
調
査
も
必
要

で
あ
る
た
め
。

２
．
本
件
陳
情
は
保
育
所
等
の

民
営
化
と
い
う
、
町
民
に
と
っ

て
重
要
な
問
題
で
あ
る
た
め
。

ま
た
、
本
町
議
会
基
本
条
例
第

４
条
の
４
で
は
、「
請
願
や
陳

情
は
町
民
か
ら
の
政
策
提
案
」

と
位
置
づ
け
さ
れ
て
お
り
、
基

本
条
例
具
現
化
の
立
場
で
審
査

す
る
た
め
。

桑
折
町
立
醸
芳
保
育
所
等
の
存
続
と
発
展
を
求
め
る
陳
情
書（
中
間
報
告
）

桑折町立醸芳保育所等の存続と発展を求める陳情
調査特別委員会設置について

　本議会に桑折町立醸芳保育所等の存続と発展を求める陳情調査特別委員会を設置し、
６名の委員をもって構成し、桑折町立醸芳保育所等の存続と発展を求める陳情に関する
調査のため、次の事項を付託する。

１、調査事件
　　桑折町立醸芳保育所等の存続と発展を求める陳情に関する調査について

２、調査期限
　　１に掲げる調査が終了するまでとし、閉会中もなお調査を行うことができる。

３、委員　議長の指名による。
　　調査特別委員会の選任
　　委員　鈴木隆志、岩﨑久男、齋藤松夫、斉藤　謙、川名静子、半澤　高の６名を指名した。

反対

川
名 

静
子
議員

　
特
別
委
員
会
設
置
に
つ
い
て

賛
成
の
態
度
を
と
る
。
陳
情
を

頂
い
て
か
ら
今
日
ま
で
、
総
務

文
教
常
任
委
員
会
が
で
き
る
範

疇
で
の
調
査
は
終
え
た
。
残
る

調
査
は
所
管
外
の
部
分
で
あ
る
。

　
今
回
の
事
は
町
教
育
の
歴
史

に
と
り
大
転
換
で
あ
る
。
陳
情

の
内
容
か
ら
も
こ
れ
か
ら
の
調

査
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
特

別
委
員
会
の
中
で
さ
ら
に
調
査

を
深
め
る
こ
と
が
、
残
さ
れ
た

最
善
策
と
考
え
る
。

　
　
　
賛
成
６
名　
反
対
４
名

発
議

原
子
力
損
害
賠
償
に
係
る
中

間
指
針
等
の
見
直
し
を
早
急

に
行
う
よ
う
求
め
る
意
見
書

［
提
出
者
］　
桑
折
町
議
会

［
審
査
の
結
果
］

　
全
会
一
致（
意
見
書
提
出
）

※�

意
見
書
の
内
容
は
左
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

特別委員会設置

討
　
論

特
別
委
員
会
設
置
に
対
し
て

佐
藤 
武
朗
議員

　
付
託
さ
れ
た
陳
情
は
、
委
員

会
に
お
い
て
審
査
結
果
を
報
告

す
べ
き
と
考
え
特
別
調
査
委
員

会
の
設
置
に
は
反
対
。
最
近
は

「
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
」を
多
く

の
自
治
体
が
採
用
し
、
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
に
活
か
し

た
事
業
に
取
組
み
、
財
政
面
に

も
寄
与
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
、

町
の
最
上
位
計
画
の「
桑
折
町

総
合
計
画
」に
盛
り
込
ま
れ
て

お
り
、
昨
年
９
月
の
定
例
会
に

お
い
て
合
議
の
上
議
決
し
て
い

る
案
件
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、

特
別
委
員
会
の
設
置
に
は
反
対

致
し
ま
す
。

齋
藤 

松
夫
議員

　

特
別
委
員
会
設
置
に
対
し
、

次
の
理
由
で
賛
成
す
る
。「
二

つ
以
上
の
常
任
委
員
会
に
ま
た

が
る
調
査
及
び
重
要
案
件
は
特

別
委
員
会
に
よ
る
こ
と
と
す

反対

る
」。
こ
れ
は
地
方
自
治
法
の

解
説
書
で
、
共
通
し
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
こ
と
だ
。
町
立
幼
稚

園
は
百
年
以
上
、
同
保
育
所
は

70
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
。
こ

れ
を
民
営
化
す
る
政
策
は
ま
ぎ

れ
も
な
く
重
要
案
件
で
あ
る
。

か
つ
総
務
文
教
、
産
業
厚
生
常

任
委
員
会
に
ま
た
が
る
問
題
で

も
あ
る
。
特
別
委
員
会
設
置
の

提
案
は
道
理
に
か
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。

原　

 

賢
志
議員

　
こ
れ
ま
で
町
民
の
方
々
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
請
願
や
陳
情
の
全

て
が
重
要
な
請
願
・
陳
情
で

あ
っ
た
。
複
数
の
課
に
ま
た
が

る
請
願
・
陳
情
に
対
し
も
こ
れ

ま
で
、
一
度
も
連
合
審
査
や
特

別
委
員
会
を
設
置
せ
ず
に
審
査

を
行
っ
て
き
た
。
各
議
員
が

し
っ
か
り
と
調
査
し
、
責
任
を

も
っ
て
判
断
を
行
っ
て
き
た
も

の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

な
ぜ
今
回
だ
け
特
別
調
査
委
員

会
を
設
置
し
審
査
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
理
解
で
き

な
い
。
よ
っ
て
、
反
対
の
立
場

を
と
る
も
の
で
あ
る
。

賛成

賛成

反対

第
一
回　
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　
斉
藤　
　
謙 

議
員

副
委
員
長　
齋
藤　
松
夫 

議
員

　

同
日
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
委
員

長
・
副
委
員
長
を
選
任
、
今
後
の
進
め

方
を
協
議
し
た
。

６
月
定
例
会



６
月
定
例
会

６
月
定
例
会
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事
業
の
概
要

　
地
域
づ
く
り
、
地
場
産
業
の

振
興
に
関
し
、
調
査
研
究
並
び

に
開
発
を
推
進
、
町
の
振
興
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
３
年
度
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
が
、

桑
折
な
ら
で
は
の
地
域
活
性
化

の
推
進
に
向
け
、
各
種
事
業
の

効
果
的
な
実
施
を
図
っ
た
。

　
ま
た
、
４
年
度
か
ら
ブ
ラ
ン

ド
野
菜
の
生
産
を
通
し
、
地
域

農
業
の
魅
力
ア
ッ
プ
と
ブ
ラ
ン

ド
化
を
図
っ
て
い
く
。

◆
地
域
振
興
事
業

　
６
次
化
商
品
開
発
事
業

　
“
献
上
桃
の
郷
”桑
折
町
の
地

域
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
、
公
社
経

営
基
盤
の
強
化
に
向
け
、
公
社

開
発
６
次
化
商
品
の
販
路
開

拓
・拡
大
へ
の
取
組
を
、仙
台
・

首
都
圏
、
物
販
イ
ベ
ン
ト
等
参

加
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の

強
化
を
積
極
的
に
展
開
し
た
。

◆�

農
業
振
興
活
動
拠
点
施
設
管

理
運
営
事
業

　
「
レ
ガ
ー
レ
こ
お
り
」は
交
流

拠
点
と
し
て“
集
う
”“
学
ぶ
”

（
体
験
・
発
見
）の
具
現
化
を
目

指
す
た
め
、
伊
達
崎
マ
ル
シ
ェ

を
６
回
開
催
し
た
。

　
「
ピ
ザ
」の
新
メ
ニ
ュ
ー
開
発

で
は
、
伊
達
崎
小
４
年
生
と
料

理
長
と
の
コ
ラ
ボ
で
町
産
食
材

を
使
い
令
和
４
年
夏
に
販
売
す

る
予
定
だ
。

質 

疑

　
次
の
よ
う
な
質
疑
が
あ
っ
た
。

Ｑ�

小
学
生
と
の
メ
ニ
ュ
ー
開
発

は
今
後
も
あ
る
も
の
な
の
か
。

Ａ�

今
年
を
成
功
さ
せ
販
売
戦
略

に
の
せ
る
。
今
後
は
状
況
を

み
な
が
ら
。

Ｑ��

事
業
の
半
分
が「
ピ
ザ
ス
タ
」

公
社
は
桑
折
の
地
産
を
広
げ

る
役
割
で
は
、
今
後
は
。

Ａ�

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
。

　
先
の
事
は
検
討
す
る
。

Ｑ�

事
務
局
長
の
変
更
は
組
織
の

中
で
の
人
選
か
、
多
忙
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ�

商
工
振
興
係
長
が
兼
務
す
る

が
、
分
担
や
シ
ェ
ア
し
て
い

く
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

制
度
活
用
の
考
え
も
あ
る
。

Ｑ�

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
料
を
い
つ
ま

で
払
い
続
け
る
の
か
。

Ａ
理
事
会
で
決
め
る
事
だ
。

Ｑ�

Ｒ
３
の
報
告
に
販
路
拡
大
に

つ
な
が
っ
た
と
あ
る
が
。

Ａ�

商
談
会
で
１
件
の
契
約
が
あ

り
成
果
は
あ
っ
た
。

Ｑ
６
次
化
商
品
の
値
上
げ
は
。

Ａ
希
望
小
売
価
格
は
、

　
至
福
の
桃
グ
ミ
…

（
税
込
）１
４
０
円

　
飲
む
こ
ん
に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
…

　
（
税
込
）１
８
０
円

�

７
／
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町
が
出
資
し
て
い
る
法
人
の
経
営
状
況
報
告

一
般
財
団
法
人
桑
折
町
振
興
公
社

事業の概況
　令和３年度は公共用地等の取得事業や処分事
業等は実施しておりません。
　なお、平成19年度において、工業団地売却に
より損失が生じたが、町からの補償により借入
金の返済を実施している。

土地開発公社桑折町事務所

　　　損益計算書　　　　�　単位：円
項　　　目 令和２年度 令和３年度

１ 事業収益
⑴公有地取得事業収益 0

２ 事業原価 0
事 業 総 利 益 0

３ 販売費及び一般管理費 7,277 8,116
事　業　損　失 ▲7,277 ▲8,025

４
事業外収益 140 91
⑴受取利息 140 91
⑵雑収益 0 0

５ 事業外費用
⑴支払利息 0 0

経　常　損　失 ▲7,137 ▲8,025
６ 特別損失 0 0

当期純利益 ▲7,137 ▲8,025
当　期　損　失 ▲7,137 ▲8,025

令和３年度「ピザスタ」売上・利用者状況
R3.4～ R4.3

項目 内容等 令和３年度 前年度 比較増減 対前年比

レストラン 来 店 者 数

男 4,942人 6,264人 ▲1,322人 78.9%

女 9,023人 11,229人 ▲2,206人 80.4%

計 13,965人 17,493人 ▲3,528人 79.8%

売 上 高 飲 食 売 上 37,947,741円 41,914,654円 ▲3,966,913円 90.5%

事 業
仕 入 高 材 料 費

12,612,819円 14,739,964円 ▲2,127.145円 85.6%

33.23% 35.16% ▲1.93% 94.5%

人 件 費
支 出 人 件 費

10,838,736円 12,381,315円 ▲1,542,579円 87.5%

28.56% 29.53% ▲0.97% 96.7%

体 験 事 業 ピザ作り体験
3回 1回 2回 300.0%

56人 4人 52人 1,400.0%

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

功
労
表
彰

　
町
村
議
会
議
長
と
し
て
６
年

以
上
在
職
し
功
労
の
あ
っ
た
者

に
対
し
、
議
長
会
よ
り
６
月
３

日
表
彰
、
伝
達
さ
れ
た
。

　
町
村
議
会
議
員
と
し
て
11
年

以
上
在
職
し
功
労
の
あ
っ
た
者

に
対
し
、
同
じ
く
表
彰
さ
れ
伝

達
さ
れ
た
。

佐藤武朗議員

片平秀雄議長

財
産
の
取
得

　
一
分
団
に
配
置　
消
防
ポ
ン

プ
車
を

１　
買
入
物
件
及
び
数
量

　
　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
一
台

２　
契
約
の
相
手
方

　
　
住　
所　
福
島
市
五
月
町

８
番
37
号

　
　
氏　
名　
福
島
消
防
資
材

株
式
会
社

　
　
代
表
取
締
役　
阿
部
幸
七

３　
契
約
の
方
法

　
　
指
名
競
争
入
札

４　
買
入
金
額

　
　
　
　
　
２
，
２
４
４
万
円

　
（�

う
ち
取
引
に
係
る
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
額
２
０
４
万
円
）

同
意

町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

　
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
委

員
を
選
任
す
る

　
住
所　
南
半
田
字
大
梅
寺

　
氏
名　
松
野　
明
彦

　
任
期　
令
和
７
年
７
月
ま
で

　
再
任（
３
期
目
）

議 案 審 議 結 果 表

○第５回定例会　賛否の分かれた議案
議案名� 議員名 岡本貴士 鈴木隆志 岩﨑久男 齋藤松夫 佐藤武朗 斉藤　謙 佐藤榮三 川名静子 半澤　高 原　賢志 議長 可否
議案第33号�令和４年度桑折町一般会計補正予算
（第４号） ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

発委第４号�桑折町立醸芳保育所等の存続と発
展を求める陳情調査特別委員会設置について ● ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ● － 可決

発委第５号�国民の祝日「海の日」を７月20日に
固定化することを求める意見書（案） ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○：賛成　　●：反対　　 ：討論者

○全会一致で可決の議案　第４回臨時会
議　　　案　　　名 討論者

議案第29号 令和４年度桑折町一般会計補正予算（第３号） 齋藤松夫

○全会一致で可決の議案

議　　　案　　　名 討論者 議　　　案　　　名 討論者
議案第30号 桑折町税条例等の一部を改正する条例 同意第９号 桑折町固定資産評価審査委員会委員の選任について

議案第31号
東日本大震災による被災者に対する町民税、固定
資産税及び国民健康保険税の減免に関する条例の
一部を改正する条例

議案第35号 財産の取得について

議案第32号 桑折町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 発委第６号「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書（案）

議案第34号 令和4年度桑折町国民健康保険特別会計（事業勘
定）補正予算（第１号） 発委第７号 地方財政の充実・強化に関する意見書（案）

報告第１号 令和3年度桑折町繰越明許費繰越計算書について 発議第２号 原子力損害賠償に係る中間指針等の見直しを早急
に行うよう求める意見書（案）

報告第２号 令和3年度桑折町事故繰越し繰越計算書について 所管事務調査報告について

報告第３号
町が出資金を出資している法人の経営状況等を説
明する資料の提出について（令和3年度一般財団法
人桑折町振興公社事業報告等）

桑折町議会議員の派遣について

報告第４号
町が出資金を出資している法人の経営状況等を説
明する資料の提出について（令和3年度福島地方土
地開発公社桑折町事務所事業報告等）

閉会中の所管及び所掌事務調査の申し出について

※報告は採決なし
○全会一致で可決の議案　令和４年第６回臨時会

議　　　案　　　名 討論者

議案第36号 桑折町立伊達崎小学校災害復旧工事（第２期）請負契約の締結について
議案第37号 令和４年度桑折町一般会計補正予算（第５号）

賑わうマルシェ
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一 般
質 問 町政を

問う
60分

◇議員が事前通告した内容に基づいて、一人持ち時間60分で行われます。
◇内容は、質問者の責任において作成されたものを掲載しています。
◇質問項目は、通告によるものです。
◇議会ホームページ（録画）で過去一年分までご覧いただけます。

登壇議員 質　問　事　項　　　　　　〇印の質問の概要を掲載しています
原　　賢志 議員
（９ページ）

１．町長選挙出馬の意思を伺う。
２．３期12年の町政執行の総括と今後の町政に対する考えを伺う。

斉藤　　謙 議員
（10ページ）

１．除雪対策等に関して
２．定住移住関係について
３．福島蚕糸跡地に民営認定こども園を設置することに関して
４．財務４表等に関して

川名　静子 議員
（11ページ）

１．「認定こども園」松葉福祉会と町との契約に関して
２．新型コロナウイルス感染症への考え方に関して
３．目標を達成するためのSDGs本町の取り組みに関して
４．本町の資源を生かした観光に関して
５．予防接種の一部補助に関して

鈴木　隆志 議員
（12ページ）

１．中学生世代までにおける新型コロナウイルス感染症対策について
２．認定こども園の今後の対応について
３．ボランティア活動について
４．公民館管理体制について
５．半田山登山道の整備について

佐藤　榮三 議員
（13ページ）

１．新規就農者・地域おこし協力隊員との交流について
２．農業振興（農村環境整備）のための多面的機能支払交付金事業について
３．自然災害から町民を守る施策について

佐藤　武朗 議員
（14ページ）

１．イオンモール北福島（仮称）の開業に向けた本町の取り組みについて
２．「献上桃の郷」を守る農業後継者の課題について
３．許認可申請の扱いについて
４．デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進について

岡本　貴士 議員
（15ページ）

１．�町民の声「９月に町長選挙がある。髙橋町長は立候補するのか、多選（４期16年）になるのが
気になる」をお預かりした。現段階のお考えとその理由を伺う。

２．�町民の声「こどもの感染者が増加し、不安を感じる、町独自の対策を検討してほしい」をお預
かりした。所見を伺う。

３．�町民の声「伊達崎小学校の間仕切り壁にコンクリートブロックが使われていた。危険では」を
お預かりした。町施設に同様の間仕切り壁があるものか伺う。

４．�私はホームページ、SNS、FAXで、ご意見を頂戴し情報発信をしている。町の情報公開の在
り方（特に感染情報）について所見を伺う。

半澤　　高 議員
（16ページ）

１．町の事務チェック体制について
２．商店街の賑わい創出等について
３．歴史観光交流センター整備事業について
４．小中学校での教職員の働き方改革について

岩﨑　久男 議員
（17ページ）

１．自然災害の対応について
２．�蚕糸跡地への幼保連携型認定こども園誘致と、第２期子ども子育て支援事業計画との関連に

ついて
３．非核平和の町宣言について
４．東京電力㈱に対する損害賠償請求について
５．子育て世代への支援策について

齋藤　松夫 議員
（18ページ）

１．�保育所・幼稚園への突然の町方針（町営）大転換（民営化）に対する説明責任が果たされていな
いことについて

２．�蚕糸跡地へのスーパー誘致政策に関する地元商業者への説明及び商工会要望書（小規模企業
振興条例制定・令和３年８月）への対応について

３．�歴史観光基本構想に基づく事業費約５億円の美術館等建設計画とその令和４年度予算計上及
びその突然の撤回について

４．３.16地震被災者支援及び町営住宅の管理について

４選出馬の考えは
邁進することを誓い出馬表明する原 　 賢 志 議員

問　
本
年
秋
の
町
長
選
挙
へ
の

出
馬
の
意
思
を
伺
う
。

答　

町
長　

攻
め
の
姿
勢
で

「
変
革
と
創
造
」を
成
し
遂
げ

「
み
ん
な
が
幸
せ
を
実
感
で
き

る
元
気
な
ま
ち　

こ
お
り
」・

「
住
み
続
け
た
い
ま
ち　

住
み

た
い
ま
ち　

こ
お
り
」を
実
現

す
る
こ
と
が
責
務
で
あ
り
使
命

と
捉
え
て
い
る
。
町
民
皆
様
の

郷
土
へ
の
強
い
愛
着
と
町
の
発

展
へ
の
願
い
と
期
待
に
応
え
る

た
め
、
引
き
続
き
全
身
全
霊
を

か
け
不
退
転
の
覚
悟
で
邁
進
す

る
こ
と
を
お
誓
い
し
、
出
馬
表

明
と
す
る
。

今
後
の
町
政
に
対
す
る
考
え
は

　
　
全
力
で
行
政
執
行
に
あ
た
る

問　
今
後
の
町
政
発
展
の
た
め

の
考
え
を
伺
う
。

答　
町
長　
総
合
計
画
で
示
す

「
活
力
と
賑
わ
い
に
満
ち
た
ま

ち
づ
く
り
」「
危
機
管
理
に
備
え

た
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
」「
暮
ら
し
と
自
然
が
調
和
し

た
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
」「
健
康
長
寿
で
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
」「
子
ど
も
を
大
切

に
す
る
ま
ち
づ
く
り
」「
交
流
で

絆
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」を
軸

と
し
た
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

着
実
に
推
進
し
て
い
く
。
そ
の

た
め
に
は
、
健
全
財
政
を
維
持

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ

し
て
町
民
皆
様
が
安
心
し
て
安

全
に
、
更
に
は
豊
か
に
暮
ら
し

て
い
け
る
基
盤
を
築
い
て
ま
い

る
所
存
で
あ
る
。
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
時
代

の
潮
流
を
見
誤
る
こ
と
な
く
常

に
変
革
を
遂
げ
な
が
ら
先
人
か

ら
受
け
継
い
だ
地
域
資
源
を
守

り
活
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
総
合
計
画
で
う
た
う

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
の
も
と
、
町

を
想
い
愛
す
る
す
べ
て
の
人
た

ち
と
共
に
、
将
来
に
向
か
っ
て

「
み
ん
な
が
幸
せ
を
実
感
で
き

る
元
気
な
ま
ち　

こ
お
り
」を

創
造
し
て
い
く
た
め
に
全
力
で

行
政
執
行
に
当
た
っ
て
い
く
。

－桑折町の未来を－
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なぜ、保育所を民営化か
政策会議で決定

町
民
の
声
を
反
映
す
べ
き

　
　
　
　
除
雪
指
針
に
基
づ
き
話
し
合
う

問　
昨
年
暮
れ
か
ら
の
大
雪
で

各
地
域
へ
大
変
な
影
響
が
で
、

多
く
の
町
民
か
ら
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
た
。
対
策
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
特
に
高
齢

者
や
子
供
た
ち
の
歩
道
が
危
険

極
ま
り
な
い
状
況
。
生
活
道
路

や
歩
道
に
つ
い
て
は「
共
助
に

よ
る
地
域
除
雪
」は
町
内
会
等

と
の
話
合
い
を
行
う
と
、
町
長

は
し
て
い
た
が
。

答　
町
長　
過
去
の
気
象
状
況

の
分
析
や
除
雪
に
関
し
て
町
の

課
題
を
整
理
す
る
。
町
民
の
安

全
確
保
や
除
雪
作
業
の
効
率
性
、

地
域
と
の
連
携
等
に
よ
り
各
種

団
体
、
企
業
等
に
広
く
意
見
を

求
め
つ
つ
、
自
助
・
共
助
・
公

助
に
よ
る
体
制
を
構
築
す
る
。

な
お
、
除
雪
指
針
を
10
月
ま
で

策
定
す
る
。

問　
な
ぜ
町
民
の
意
見
を
聞
か

な
か
っ
た
の
か
。
又
、
現
在
の

保
育
所
で
な
ぜ
存
続
で
き
な
い

と
判
断
し
た
の
か
。
定
期
借
地

権
契
約
書
で
は
、（
株
）い
ち
い

と
の
契
約
と
し
て
い
る
が
、
問

題
は
な
い
の
か
。

答　
町
長　
福
島
蚕
糸
跡
地
の

利
活
用
は［
交
流
］等
の
機
能
を

持
つ「
こ
こ
に
し
か
な
い
複
合

施
設
」の
整
備
を
進
め
る
た
め
。

幼
保
保
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
施
設
の
老
朽
化
等
増
大
す

る
保
育
ニ
ー
ズ
へ
対
応
す
べ
く
、

総
合
教
育
会
議
で
意
見
交
換
も

踏
ま
え
、町
・町
教
育
委
員
会
・

園
設
置
者
の
連
携
の
下
、
町
方

針
を
政
策
会
議
で
決
定
し
た
。

転
貸
は
民
法
及
び
賃
貸
人
と
締

結
し
た
契
約
で
町
と
の
承
認
を

得
る
こ
と
で
可
能
だ
。

斉 藤 　 謙 議員

これも 質 問これも 質 問
問　
「
財
政
４
表
」か
ら
、
判
断
す
る
に
、�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
源
確
保
大
変
厳
し
い

　

答　
行
政
経
費
の
節
減
合
理
化
等
を
進
め
る

問　
新
聞
報
道
を
ど
の
よ
う
に
生
か
す
の
か

答　
移
住
定
住
、
子
育
て
支
援
制
度
を
継
続
す
る

ワクチン接種の拡大で安心を
支援のあり方を調査する川 名 静 子 議員

事
業
者
が
撤
退
す
れ
ば
福
祉
会
も
か

賃
借
人
と
の
契
約
が
解
除
な
ら
無
効
に

　

３
月
末
に「
普
通
財
産
事
業

用
定
期
借
地
権
設
定
契
約
書
」

が
締
結
さ
れ
た
こ
と
か
ら
伺
う
。

問　
土
地
の
契
約
は（
株
）い
ち

い
と
、
松
葉
福
祉
会
と
町
と
の

契
約
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
教

育
の
宝
で
も
あ
る
方
針
を
民
間

に
委
ね
る
事
に
は
反
対
だ
が
、

幼
児
教
育
内
容
も
伺
う
。

答　
町
長　
町
の
方
針
を
十
分

踏
ま
え
な
が
ら
決
定
す
る
。
県

と
の
設
置
認
可
申
請
に
係
る
事

前
協
議
を
開
始
す
る
５
年
４
月

ま
で
に
、
運
営
等
を
含
め
た
協

定
書
を
締
結
す
る
。

問　
（
株
）い
ち
い
が
撤
退
す
れ

ば
契
約
の
な
い
松
葉
福
祉
会
も

撤
退
か
。

答　
町
長　
信
頼
関
係
の
中
で

進
め
て
お
り
そ
の
状
況
は
想
定

し
な
い
が
一
般
論
で
は
契
約
に

お
け
る
賃
借
人
と
の
契
約
が
解

除
に
な
れ
ば
無
効
と
な
り
ま
す
。

　
本
町
は
高
齢
者
に
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
一
部
補
助
を

行
っ
て
い
る
。
単
独
立
町
だ
か

ら
こ
そ
町
民
の
健
康
を
第
一
に

考
え
た
予
防
策
を
伺
う
。

問　
成
人
の
約
３
人
に
一
人
が

80
歳
ま
で
に
発
症
す
る
と
言
わ

れ
る
帯
状
疱
疹
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
で
発
症
率
の
低
下
、
重
症
化

も
予
防
す
る
。
効
果
は
10
年
、

費
用
の
一
部
補
助
の
考
え
は
。

答　
町
長　
任
意
接
種
対
象
の

疾
病
だ
が
高
い
予
防
効
果
と�

⑴
Ｐ
Ｈ
Ｎ
の
発
症
を
減
ら
す
効

果
も
期
待
で
き
る
。
支
援
の
あ

り
方
等
を
調
査
研
究
す
る
。

問　
国
は
積
極
的
勧
奨
を
中
止

し
て
い
た
⑵
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

を
再
開
し
た
。“
が
ん
”を
予
防

で
き
る
唯
一
の
ワ
ク
チ
ン
だ
。

本
人
、
保
護
者
に
理
解
さ
れ
る

説
明
が
必
要
で
は
。

答　
町
長　
対
象
者
に
は
案
内

と
共
に
厚
生
省
が
作
成
し
た
接

種
の
有
効
性
・
安
全
性
を
記
し

た
パ
ン
フ
を
発
送
す
る
。
ま
た
、

機
会
を
逃
し
た
方
に
も
推
奨
す

る
。

これも 質 問これも 質 問
問　
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
危
機
感
を
持
て
た
の
で
は

答　
教
育
長　
取
組
が
不
十
分
な
事
例
も
あ
っ
た

問　
関
心
度
の
違
う
立
場
の
町
民
を
ど
う
リ
ー
ド
す
る
の
か

答　
目
標
達
成
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る

問　
交
流
人
口
増
に
駅
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
の
考
え
は

答　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
対
し
毎
年
要
望
書
を
提
出
し
て
い
る

　　50歳代から発症率が高まり、
80歳までに約3人に1人が発症すると

－町営保育所廃止か－

⑴　
Ｐ
Ｈ
Ｎ
と
は
、
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
の
英
語
頭
文
字

⑵　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
と
は
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
略－ワクチンの効果が大きいと言われている－
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認定こども園の町民あて説明会は
７月、町民対象に説明会開催予定 鈴 木 隆 志 議員

　
「
保
育
所
の
運
営
形
態
が
変

わ
り
ま
す
」と
の
お
知
ら
せ
以

降
説
明
が
な
く「
桑
折
町
立
醸

芳
保
育
所
等
の
存
続
と
発
展
を

求
め
る
陳
情
書
」が
提
出
さ
れ

た
。
次
の
点
伺
う
。

問　
町
民
あ
て
の
説
明
が
な
く

不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

説
明
会
開
催
の
予
定
は
。

答　
町
長　
７
月
に
町
民
対
象

に
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
と

し
て
い
る
。
そ
の
後
、
そ
の
都

度
必
要
な
説
明
を
し
て
い
く
。

具
体
的
内
容
等
が
決
ま
れ
ば
業

者
か
ら
も
説
明
さ
せ
る
。

問　
特
に
、
保
護
者
を
は
じ
め

若
い
世
代
に
説
明
会
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
意
見
を
聞
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
。

答　
町
長　
保
護
者
等
が
参
加

し
や
す
い
日
時
を
考
慮
し
、
説

明
会
開
催
す
る
と
共
に
保
育
所

等
で
保
護
者
が
集
ま
る
機
会
を

捉
え
て
説
明
し
、
意
見
等
拝
聴

し
て
い
き
た
い
。

教
育
現
場
で
の
感
染
者
増
加
へ
の
対
応

　
今
ま
で
の
取
り
組
み
を
検
証
し
て
対
応

　
10
代
ま
で
の
コ
ロ
ナ
感
染
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
教
育

現
場
に
お
け
る
感
染
症
対
策
に

つ
い
て
次
の
点
伺
う
。

問　
保
護
者
か
ら
、
十
分
な
情

報
提
供
が
な
く
、
児
童
生
徒
の

預
け
入
れ
、
登
校
さ
せ
る
か
の

判
断
に
迷
う
と
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
対
応
は
。

答　
教
育
長　
保
護
者
あ
て
、

預
け
入
れ
、
登
校
を
控
え
て
も

ら
う
場
合
、
連
絡
し
て
い
る
。

そ
れ
以
外
は
、
保
護
者
の
判
断

と
し
て
い
る
こ
と
が
、
十
分
伝

わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
今
後
、

周
知
に
努
め
る
。

問　
今
後
、
熱
中
症
対
策
で
マ

ス
ク
を
外
す
機
会
が
増
え
る
指

導
は
。

答　
教
育
長　
マ
ス
ク
着
用
に

つ
い
て
各
学
校
等
で
具
体
的
に

指
導
し
、
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

問　
衛
生
面
等
マ
ス
ク
ケ
ー
ス

の
配
付
を
検
討
し
て
は
と
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
対
応
は
。

答　
教
育
長　
マ
ス
ク
ケ
ー
ス

の
配
付
に
つ
い
て
、
今
後
、
検

討
す
る
。

－同じ敷地内にある幼稚園と保育所が別々になるのか－

これも 質 問これも 質 問
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
に
向
け
た
取
り
組
み
は

答
様
々
な
場
面
で
参
加
に
向
け
意
識
高
揚
を
図
っ
て
い
く

問　
各
公
民
館
へ
の
公
民
館
運
営
推
進
員
配
置
の
考
え
は

答　
各
種
関
係
団
体
及
び
内
部
に
お
い
て
今
後
検
討
す
る

問　
約
２
５
０
年
前
の
半
田
山
登
山
記
の
有
効
活
用
は

答　
さ
ら
な
る
活
用
等
に
つ
い
て
、
今
後
研
究
し
て
い
く

新規就農者、協力隊との交流は
情報交換の場としても重要だ佐 藤 榮 三 議員

問　
新
規
就
農
者
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
の
意
見
交
換
会
の

中
で
桑
折
町
の
魅
力
や
自
然
の

中
で
自
由
に
で
き
る
農
業
の
魅

力
、
桃
栽
培
に
対
す
る
情
熱
な

ど
若
者
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
た
。
予
定
時
間
と
な
り
後
の

課
題
に
ま
で
進
め
ず
に
次
の
機

会
と
し
た
が
、
町
と
し
て
こ
の

様
な
話
し
合
い
の
場
を
持
た
れ

た
も
の
か
、
今
後
の
移
住
定
住

を
進
め
る
た
め
に
も
仲
間
づ
く

り
の
た
め
に
も
、
新
規
就
農
者
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
同
士
の

懇
談
の
場
は
必
要
と
思
わ
れ
る

が
伺
う
。

答　
町
長　
懇
談
会
は
農
業
者

同
士
の
親
睦
を
図
る
こ
と
は
も

と
よ
り
情
報
交
換
の
場
と
し
て

重
要
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
事

か
ら
、
町
が
積
極
的
に
主
催
す

る
ほ
か
機
会
を
と
ら
え
て
関
係

団
体
や
異
業
種
交
流
の
場
も
設

け
て
い
く
。

交
付
金
事
業
の
広
域
化
を

　
　
　
　
引
続
き
面
積
拡
大
に
向
け
る

問　
多
面
的
機
能
交
付
金
事
業

は
広
域
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

農
地
維
持
管
理
事
業
の
み
な
ら

ず
資
源
向
上
事
業
も
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
。
実
績
を
踏
ま

え
て
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
も
の
か
伺
う
。

答　
町
長　
農
道
や
水
路
の
修

繕
、
耕
作
放
棄
地
対
策
等
に
効

果
が
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

上
乗
せ
助
成
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

町
と
し
て
も
、
各
団
体
に
対
し

て
取
り
組
む
よ
う
、
伊
達
西
根

堰
土
地
改
良
区
と
連
携
し
な
が

ら
、
助
言
及
び
普
及
啓
発
に
努

め
て
い
く
。
田
ん
ぼ
ダ
ム
に
つ

い
て
は
、
川
上
地
域
の
加
入
に

よ
り
防
災
効
果
が
増
す
こ
と
か

ら
推
進
し
て
行
き
た
い
。

これも 質 問これも 質 問
問　
自
然
災
害
か
ら
町
民
を
守
る
施
策
に
つ
い
て

答　
伝
達
方
法
の
多
重
化
を
図
り
環
境
整
え
て
行
く

－初めての桃収穫－
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本町の「魅力情報発信基地」は
旧伊達郡役所を中心に考えたい 佐 藤 武 朗 議員

後
継
者
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し
を

現
事
業
に
参
加
い
た
だ
け
る
情
報
を

　
担
い
手
不
足
は
、
本
町
に
限

ら
ず
全
国
的
な
課
題
。
桃
の
生

産
は
、
県
北
エ
リ
ア
が
中
心
で
、

言
う
ま
で
も
な
く
本
町
の「
献

上
桃
」の
ブ
ラ
ン
ド
は
定
着
し

て
い
る
。
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
次

の
世
代
ま
で
維
持
す
る
に
は
多

く
の
課
題
が
見
受
け
ら
れ
る
が

対
策
は
。

問　
２
０
２
０
農
林
業
セ
ン
サ

ス
か
ら
、
離
農
、
高
齢
化
、
後

継
者
不
足
、
ま
た
耕
作
放
棄
地

及
び
予
備
軍
も
多
く
み
ら
れ
る
。

今
後
の
対
応
は
。

答　
町
長　
地
域
の
話
し
合
い

に
基
づ
く「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
実
質
化
と
、
農
地
の
集
約
と

担
い
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
。

問　
農
家
の
後
継
者
の
声
と
し

て「
献
上
桃
の
郷
」を
守
る
た
め

の
ひ
と
つ
の
課
題
と
し
て
、
多

く
の
後
継
者
が
未
婚
者
で
あ
る

こ
と
。
後
継
者
が
希
望
を
持
っ

て
取
り
組
め
る
家
庭
環
境
を
作

る
た
め
に
も
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー

に
巡
り
合
え
る
婚
活
等
の
施
策

が
必
要
で
は
。

答　
町
長　
現
事
業
に
積
極
的

に
参
加
で
き
る
情
報
提
供
に
努

め
る
。

問　
「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
北
福
島

（
仮
称
）」は
２
０
２
４
年（
令
和

6
年
）12
月
の
開
業
を
予
定
、

年
間
１
，
５
０
０
万
人
の
利
用

者
を
見
込
む
と
新
聞
報
道
さ
れ

た
。
伊
達
市
は
当
施
設
を
核
と

し
た
周
遊
促
進
策
の
検
討
を
本

格
化
、
観
光
や
物
産
振
興
の
仕

組
み
づ
く
り
を
担
う
民
間
経
験

者
を「
市
商
工
観
光
課
」に
配
置

す
る
。
本
町
は
伊
達
市
と
の
連

携
を
ど
う
図
る
か
。
ま
た
、
民

間
活
力
を
最
大
限
に
活
か
し
た

町
独
自
の
展
開
は
。

答　
町
長　
「
伊
達
市
堂
ノ
内

地
区
広
域
貢
献
策
検
討
会
議
」

で
周
遊
促
進
を
図
る
。
当
施
設

の
進
出
は
本
町
に
と
っ
て
ビ
ッ

ク
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
旧
伊
達

郡
役
所
を
中
心
に
賑
わ
い
と
経

済
効
果
を
町
内
に
も
た
ら
す
べ

く
地
域
資
源
を
活
か
し
た
誘
導

策
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、

Ｉ
Ｃ
周
辺
へ
の
企
業
誘
致
は
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

これも 質 問これも 質 問
問　
時
間
が
掛
か
り
す
ぎ
る
声
、
許
認
可
申
請
取
り
扱
い
は

答　
今
後
と
も
寄
り
添
っ
た
対
応
に
心
が
け
て
い
く

問　
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
か

答　
「
桑
折
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」に
基
づ
き
進
め
て
い
く

－倒壊した伊達崎小学校の壁（鉄筋なし）－

町施設にブロック壁はないのか
使用は認められません岡 本 貴 士 議員

問　
町
民
の
声「
伊
達
崎
小
学

校
の
間
仕
切
り
壁
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
が
使
わ
れ
て

い
た
。
危
険
で
は
」を
お
預
か

り
し
た
。
町
施
設
に
同
様
の
間

仕
切
り
壁
が
あ
る
も
の
か
伺
う
。

答　
町
長　
間
仕
切
り
壁
に
つ

い
て
は
、
各
部
署
で
所
管
し
て

い
る
公
共
施
設
を
確
認
し
た
結

果
、
町
民
利
用
の
施
設
に
お
い

て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の

使
用
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

全
町
民
が 

誇
ら
し
く
思
う
町
長
に

　
　
初
心
に
か
え
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
く

問　
『
私
は
、
桑
折
町
の
町
長

は
伊
達
郡
、
県
北
の
リ
ー
ダ
ー

で
あ
る
べ
き
だ
と
思
う
。
片
平

秀
雄
議
長
は
福
島
県
町
村
議
会

議
長
会
の
副
会
長
と
し
て
職
責

を
果
た
さ
れ
て
い
る
。
桑
折
町

議
会
は
福
島
県
内
２
位
の
評
価

を
い
た
だ
い
た（
議
会
改
革
度

調
査
２
０
２
１
結
果　
早
稲
田

大
学
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所

２
０
２
２
年
６
月
１
日
発
表
）。

　
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
私
に

秋
の
町
長
選
挙
へ
出
馬
を
勧
め

る
町
民
も
少
な
く
な
い
。
そ
の

中
に
は
高
橋
町
政
へ
の
不
満
を

口
に
す
る
方
も
い
る
。
日
頃
、

私
は
高
橋
町
長
の
尽
力
さ
れ
る

姿
を
拝
見
し
、
お
人
柄
も
大
好

き
で
す
。
し
か
し
、
町
民
の
高

橋
町
政
へ
の
不
満
が
大
き
く
な

れ
ば
、
私
は
町
長
と
し
て
の
高

橋
宣
博
さ
ん
を
信
頼
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
高
橋
町
政
に

批
判
的
な
町
民
の
信
頼
を
得
て

ほ
し
い
。
す
べ
て
の
町
民
が
誇

ら
し
く
思
う
町
長
に
な
っ
て
ほ

し
い
。』

答　
町
長　
精
一
杯
、
初
心
に

か
え
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
。

これも 質 問これも 質 問
問　
感
染
情
報
の
非
公
開
に
不
安
を
抱
く
町
民
も
い
る
が

答　
丁
寧
な
相
談
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

－周遊を図るため、本町の起点に－



一
般
質
問

一
般
質
問

議会だより ●議会だより● 1617

事務チェック体制は
適正な執行を指示している 半 澤 　 高 議員

鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
の
復
活
を

　
　
運
動
会
の
み
に
と
ど
め
た
い

　
商
店
街
の
賑
わ
い
創
出
の
た

め
に
次
の
点
を
伺
う
。

問　
以
前
に
実
施
し
て
い
た
街

な
か
で
の
鼓
笛
隊
の
パ
レ
ー
ド

復
活
を
。

答　
教
育
長　
鼓
笛
隊
に
つ
い

て
は
、
児
童
・
教
職
員
の
多
忙

化
解
消
及
び
教
育
活
動
の
質
的

向
上
を
目
指
し
て
行
事
等
の
精

選
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

各
小
学
校
運
動
会
で
の
実
施
に

と
ど
め
て
い
る
。

問　
旧
伊
達
郡
役
所
等
で
の
イ

ベ
ン
ト
開
催
を
。

答　
町
長　
旧
伊
達
郡
役
所
は
、

復
旧
・
保
存
修
理
工
事
完
了
後

に
、
重
要
文
化
財
指
定
45
周
年

記
念
事
業
も
あ
わ
せ
、リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
予
定
。

今
後
は
、
街
な
か
や
周
辺
の
賑

わ
い
創
出
の
核
と
し
て
、
歴
史

的
な
趣
を
最
大
限
に
活
か
し
た

文
化
的
催
し
の
開
催
や
民
間
へ

の
貸
出
等
を
積
極
的
に
進
め
る
。

　
山
口
県
阿
武
町
で
発
生
し
た

コ
ロ
ナ
関
連
給
付
金
４
，
６
３

０
万
円
を
一
人
の
町
民
に
誤
送

金
し
た
事
案
は
、
チ
ェ
ッ
ク
体

制
が
不
十
分
で
あ
っ
た
事
が
そ

の
一
因
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ

こ
で
次
の
点
を
伺
う
。

問　
桑
折
町
の
事
務
チ
ェ
ッ
ク

体
制
は
ど
う
か
。

答　
町
長　
事
務
に
つ
い
て
は
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
業
務
内
容

を
理
解
し
、
正
確
な
作
業
に
徹

す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
上
司

が
決
済
時
に
お
け
る
重
要
性
を

深
く
認
識
し
、
責
任
を
も
っ
て

確
認
・
指
導
を
行
い
、
組
織
全

体
で
適
正
な
執
行
に
あ
た
る
よ

う
、
日
頃
よ
り
指
示
し
、
徹
底

を
促
し
て
い
る
。

問　
指
定
金
融
機
関
と
の
連
絡

体
制
は
。

答　
町
長　
振
込
事
務
に
つ
い

て
は
、
常
に
支
出
調
書
の
金
額

及
び
件
数
振
込
先
を
振
込
日
の

前
日
ま
で
に
指
定
金
融
機
関
と

確
認
し
、
執
行
し
て
い
る
。

これも 質 問これも 質 問
問　
歴
史
文
化
エ
リ
ア
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
結
論
は

答　
充
分
な
議
論
を
重
ね
年
内
に
結
論
を
出
し
た
い

問　
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
の
取
り
組
み
は

答　
今
後
、
実
現
可
能
な
方
策
を
探
っ
て
い
き
た
い

東電（株）に対する損害賠償請求は
国に対する緊急要望を行っている岩 﨑 久 男 議員

町
独
自
の
支
援
策
は

　
　
　
　
生
活
再
建
支
援
法
を
適
用

問　
去
る
３
月
16
日
深
夜
本
県

沖
を
震
源
と
す
る
震
度
６
強
の

地
震
が
発
生
し
た
。
国
見
町
、

桑
折
町
は
甚
大
な
被
害
だ
。
県

は
４
月
14
日
被
災
者
生
活
再
建

支
援
法
適
用
を
発
表
し
た
。
本

町
の
被
害
状
況
は
、
全
壊
、
半

壊
、
一
部
損
壊
の
世
帯
数
の
最

終
報
告
を
伺
う
。

答　
町
長　
住
宅
被
害
に
つ
い

て
は
、
６
月
10
日
現
在
、
全
壊

６
棟
、
半
壊
85
棟
、
一
部
損
壊

１
，
０
２
８
棟
で
あ
る
。

問　
東
京
電
力（
株
）に
対
す
る

損
害
賠
償
請
求
は
、
令
和
２
年

度
分
職
員
人
件
費
や
健
康
管
理

費
用
３
，
５
３
１
万
円
を
請
求

は
済
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
い
つ

請
求
さ
れ
た
か
、
伺
う
。

答　
町
長　
損
害
賠
償
請
求
に

つ
い
て
は
、
令
和
４
年
３
月
28

日
に
請
求
書
手
交
を
行
っ
た
。

問　
原
発
事
故
被
害
者
の
損
害

賠
償
を
求
め
た
６
件
の
集
団
訴

訟
に
関
し
、
東
京
電
力
へ
の
最

高
裁
判
決
が
確
定
し
た
が
、
全

体
と
し
て
、
国
の
中
間
指
針
の

水
準
を
上
回
る
判
決
だ
。
中
間

指
針
の
見
直
し
を
行
う
べ
き
と

強
く
求
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

答　
町
長　
中
間
指
針
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
の
判

決
を
受
け
、
４
月
19
日
に
本
町

も
加
盟
し
て
い
る「
福
島
県
原

子
力
損
害
対
策
協
議
会
」に
お

い
て
、
国
に
対
す
る
緊
急
要
望

を
行
っ
た
。
今
後
の「
原
子
力

損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
」に
お

け
る
議
論
及
び
対
応
を
注
視
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

これも 質 問これも 質 問
問　
第
２
期
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
と
の
関
連
に
つ
い
て

答　
具
現
化
し
て
い
く

問　
子
育
て
世
代
の
支
援
策
に
つ
い
て

答　
15
歳
の
目
指
す
姿
を
目
標
に

問　
非
核
平
和
の
町
宣
言
に
つ
い
て

答　
広
島
平
和
記
念
式
典
に
児
童
４
名
を
派
遣

－町役場の入出金の要です－－中間指針の見直しを－



あ
あ
あ
あ
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民営化否定の町文書説明できるか
令和３年度については矛盾しない 齋 藤 松 夫 議員

問　
「
桑
折
町
第
２
期
子
ど
も

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」の
序

文
で
、
町
長
は「
こ
れ
か
ら
は

こ
の
方
針
で
進
め
て
い
く
」と

述
べ
な
が
ら
、
突
然
、
保
育
所

等
民
営
化
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

あ
ま
り
に
も
不
自
然
で
内
閣
府

指
針
と
も
合
致
し
な
い
。
そ
の

う
え
説
明
責
任
が
、
い
ま
だ
果

た
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で

「
桑
折
町
第
二
期
子
ど
も
子
育

て
支
援
事
業
計
画
の
多
様
な
主

体
の
導
入
に
つ
い
て
の
調
査
研

究
が
民
営
化
を
進
め
る
根
拠

だ
」と
答
弁
し
て
き
た
が
、
健

康
福
祉
課
配
付
資
料（
昨
年
７

月
29
日
子
ど
も
子
育
て
会
議
）

に
は
、「
待
機
児
童
が
い
な
い

の
で
必
要
が
な
か
っ
た
」と
書

か
れ
て
い
る
。
根
拠
な
き
突
然

の
民
営
化
の
理
由
を
問
う
。

答　
町
長　
令
和
２
年
の
段
階

で
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が
、

令
和
３
年
度
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
検
討
す
る
と
書
い
て
い

る
の
で
、
別
に
矛
盾
す
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。

　

ス
ー
パ
ー
誘
致
を
行
っ
て
心
痛
ま
ぬ
か

　
条
例
制
定
は
商
工
会
と
と
も
に
検
討

問　
蚕
糸
跡
地
へ
の
ス
ー
パ
ー

誘
致
に
よ
る
地
元
商
業
者
へ
の

影
響
は
大
き
い
。
町
長
と
し
て

心
が
痛
む
こ
と
は
な
い
の
か
。

話
し
合
い
は
行
っ
て
き
た
の
か
。

町
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る「
経
済
動
向
調
査
報
告
書
」等

に
基
づ
く
分
析
検
討
は
行
っ
た

う
え
で
の
政
策
判
断
な
の
か
。

同
商
工
会
の「
小
規
模
企
業
振

興
条
例
制
定
要
望
」に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
検
討
を
進
め
て
い

る
の
か
。

答　
町
長　
町
長
就
任
時
よ
り

の
社
会
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま

え
、
商
業
施
設
を
中
心
と
し
た

こ
こ
に
し
か
な
い
複
合
施
設
の

整
備
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に

よ
り
誘
致
し
た
も
の
だ
。

　
町
商
工
会
長
も
参
画
し
た
有

識
者
会
議
で
、
妥
当
と
の
意
見

を
頂
い
て
い
る
。
条
例
制
定
は

商
工
会
と
と
も
に
検
討
し
て
い

く
。

これも 質 問これも 質 問
問　
歴
史
観
光
構
想
を
再
検
討
と
す
る
の
は
な
ぜ

答　
町
民
意
見
を
踏
ま
え
る
た
め

問　
公
営
住
宅
へ
の
一
時
入
居
さ
れ
る
方
へ
の
支
援
は

答　
緊
急
で
の
提
供
は
期
間
３
ヶ
月
ま
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

県
の
制
度
を
案
内

調�

査�

報�

告

１�

調
査
事
件

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
教
育
行

政（
学
校
教
育
・
社
会
教
育
）に

つ
い
て

２�

調
査
目
的

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
教
育
行

政
の
あ
り
方
検
討
の
た
め

３�

調
査
経
過　
　
省
略

４�

調
査
結
果

　

�

学
校
教
育
に
関
し
て
は
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
し
た
授

業
を
視
察
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
環
境
は
整
い
つ
つ
あ
る
。
今

後
、
自
宅
で
の
活
用
方
法
等
の

充
実
強
化
及
び
校
内
シ
ス
テ
ム

の
合
わ
せ
た
取
組
が
望
ま
れ
る
。

　
社
会
教
育
に
関
し
て
は
、
町

民
が
望
む
公
民
館
事
業
を
公
民

館
運
営
審
議
会
を
設
置
す
る
こ

と
で
、
不
特
定
多
数
の
町
民
の

声
を
反
映
さ
せ
た
事
業
開
催
の

実
施
で
参
加
者
増
も
期
待
さ
れ

る
。
公
民
館
役
割
を
活
か
し
町

民
ニ
ー
ズ
に
沿
う
進
め
方
が
望

ま
れ
る
。

委 

員 

会 

活 

動 

報 

告

総
務
文
教
常
任
委
員
会�

委
員
長 

斉
藤
　
謙

　

当
委
員
会
の
年
間
目
標
は
、

常
に
議
会
の
情
報
を
平
等
に
一

早
く
町
民
の
皆
様
へ
お
届
け
す

る
こ
と
、
町
民
の
皆
様
の
意
見

や
声
を
聴
収
し
議
会
活
動
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
会
議
の
開
催

方
法
も
、
若
干
緩
和
さ
れ
始
め

ま
し
た
。
暫
く
議
会
報
告
・
意

見
交
換
会
を
控
え
て
お
り
ま
し

た
が
、
状
況
を
見
極
め
て
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
と
情
報
を
共
有
す
る

た
め
に
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ

る
の
か
、
模
索
し
て
み
ま
す
。

議
会
モ
ニ
タ
ー
皆
さ
ま
の
活
動

に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
新
メ
ン
バ
ー
の

新
た
な
目
線
で
議
会
の
中
を
見

　

こ
れ
ま
で
調
査
し
て
き
た

「
欠
席
に
関
す
る
ル
ー
ル
」に
関

し
て
集
大
成
と
し
て『
90
日
以

上
欠
席
の
場
合
、
報
酬
を
０
と

す
る
』（
公
務
災
害
等
は
除
く
）

旨
を
盛
り
込
ん
だ「
議
員
報
酬

等
の
特
例
に
関
す
る
条
例
」

（
案
）を
作
成
し
、
全
員
協
議
会

に
て
協
議
の
俎
上
に
載
せ
た
と

こ
ろ「
長
期
欠
席
し
て
も
議
員

の
身
分
を
保
障
す
る
も
の
に
な

る
」等
の
意
見
が
出
さ
れ
、
再

度
委
員
会
で
協
議
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。「
予
算
決
算
の
審
議

の
あ
り
方
」に
関
し
て
は
、
7

月
12
日
予
算
決
算
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会�

委
員
長 

半
澤
　
高

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症（CO

V
ID
-19

）

対
策
調
査
特
別
委
員
会

�

委
員
長 

斉
藤
　
謙

広
報
広
聴
常
任
委
員
会�

委
員
長 

川
名
　
静
子

　
令
和
２
年
６
月
22
日
設
置
以

来
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
等
に
関
し
て
、
5
項

目（
医
療
体
制
、
教
育
環
境
、

防
災（
避
難
所
）、
福
祉
政
策
、

産
業
）に
つ
い
て
調
査
・
検
討

し
て
き
た
が
、
最
近
中
学
校
の

修
学
旅
行
実
施
後
、
ク
ラ
ス

タ
ー
等
に
よ
り
当
町
の
感
染
者

が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
教
育
委

員
会
中
心
に
保
護
者
等
へ
の
注

意
喚
起
を
強
化
し
て
い
る
。

を
設
置
し
て
い
る
川
俣
町
議
会

を
視
察
し
、
効
率
的
な
予
算
決

算
の
審
議
に
つ
い
て
調
査
を
実

施
し
た
。

産
業
厚
生
常
任
委
員
会�

委
員
長
　
佐
藤
　
榮
三

　
当
委
員
会
で
は
、
５
月
31
日
、

新
規
就
農
者
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
隊
員
の
皆
様
と
の
意
見

交
換
会
を
開
催
し
た
。

　
当
日
は
そ
れ
ぞ
れ
、
五
名
と

四
名
の
全
員
の
方
に
出
席
い
た

だ
き
、
ど
う
し
て
桑
折
町
に
移

住
し
就
農
し
よ
う
と
思
っ
た
の

か
、
就
農
に
際
し
て
困
っ
た
こ

と
は
な
か
っ
た
か
、
農
業
の
魅

力
を
ど
う
思
っ
た
か
、
な
ど
若

者
の
目
線
で
の
意
見
を
頂
い
た
。

　

意
見
を
い
た
だ
い
た
中
で
、

桑
折
町
の
良
さ
や
自
然
の
中
で

の
農
業
の
面
白
さ
や
、
桃
作
り

へ
の
情
熱
が
強
く
伝
わ
っ
て
来

た
。

　
次
回
の
予
定
と
し
て
は
、
新

規
就
農
就
農
へ
の
課
題
等
つ
い

て
の
考
え
方
を
お
聞
き
し
て
、

委
員
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支

援
策
が
必
要
な
の
か
等
を
協
議

検
討
し
て
今
後
の
活
動
に
生
か

し
て
行
く
。

て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
紹
介
は
Ｐ
26
に
載
っ
て
ま
す
。

議論が続いた意見交換会

収穫の多かった視察

６
月
定
例
会

事業主体 令和２年度実施状況

令和３年度の取り組み
方向性

取り組み内容検
討
新
規
継
続
充
実

こども教育課

　公設公営で保育所・幼稚園・預かり保
育・放課後児童保育を実施している中で
も、待機児が発生していない状況だった
ため、民間事業者の参入促進のための体
制整備を検討する必要がなかった。

〇
　今後、未就学児や児童の利用者数
などの推移を見ながら、体制整備に
ついて検討する。

－保育所等民営化の根拠とされている「多様な主体導入」に－
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臨
時
会

�
第
４
回　
５
／
19

災
害
等
廃
棄
物
処
理
に

５
億
以
上

補
正
予
算

一
般
会
計�（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
５
億
７
，
４
９
６
万

５
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
63
億
７
，
７
４
８
万
３
千
円

と
す
る
も
の

《
主
な
歳
入
》

・
特
別
交
付
税

　
２
億
１
，
７
６
０
万
２
千
円

・
災
害
等
廃
棄
物
処
理
事
業

　
補
助
金

　
２
億
７
，
２
０
０
万
２
千
円

・
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

１
，
１
８
７
万
円

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　
　
　
５
，
７
８
４
万
４
千
円

・
防
災
・
減
災
対
策
拠
点
整
備

　
事
業
債　
　
　
８
８
０
万
円

《
主
な
歳
出
》

３
月
本
県
沖
地
震
対
応

・
災
害
救
助
費１

７
５
万
３
千
円

　

�（
災
害
見
舞
金
追
加
、
全
壊
１
世
帯

　
半
壊
以
上
24
世
帯　
他
２
件
）

・
災
害
等
廃
棄
物
処
理
事
業
費

　
５
億
４
，
４
０
０
万
５
千
円

　

�（
被
災
家
屋
の
解
体
撤
去　

公
費

解
体
１
０
７
棟
、自
費
解
体
23
棟
）

・
小
・
中
学
校
管
理
総
務
費

９
３
０
万
円

　
�（

醸
芳
小
・
醸
芳
中
共　
蓄
電
池

改
修
）

臨
時
交
付
金
対
象

・
商
工
振
興
対
策
費

１
，
１
５
４
万
円

　

�（Go�To�Eat�
こ
お
り
食
事
券
発
行
）

質�

疑　
商
品
券
の
購
入
方
法
、

販
売
店
を
増
、
学
校
に
設
置

の
蓄
電
池
等
へ
の
質
疑
が
で

た
。

第
６
回     

７
／
11

伊
達
崎
小
の
災
害
復
旧
へ

向
け工

事
請
負
契
約
の
締
結

１　
契
約
の
目
的

　
令
和
４
年
３
月
16
日
に
発
生

し
た
福
島
県
沖
地
震
に
よ
り
施

設
が
損
壊
し
た
桑
折
町
立
伊
達

崎
小
学
校
の
災
害
復
旧
工
事

（
第
２
期
）を
行
う
た
め

２　
契
約
金
額６

，
９
１
９
万
円

　

�（
う
ち
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

額
６
２
９
万
円
）

３　
契
約
の
方
法

　
　
　
条
件
付
一
般
競
争
入
札

４　
契
約
の
相
手
方

　
住
所　
伊
達
市
保
原
町
字

　
　
東
野
崎
１
０
６
番
地
５

　
氏
名　
株
式
会
社　
山
﨑
組

　
　
代
表
取
締
役　
山
﨑　
操

質�

疑　
安
全
性
か
ら
工
事
内
容

が
強
化
さ
れ
る
の
か
、
一
社

の
応
札
で
競
争
の
原
理
等
へ

質
疑
が
出
た
。

補
正
予
算

一
般
会
計（
第
５
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
４
３
１
万
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
68
億
３
，
６

６
８
万
２
千
円
と
す
る
も
の

《
歳
入
》

・
住
宅
・
建
築
物
耐
震
改
修

　
補
助
金　
１
５
１
万
８
千
円

・
繰
越
金　
２
７
９
万
２
千
円

《
お
も
な
歳
出
》

・
住
宅
計
画
費　
２
７
６
万
円

　
（
屋
根
耐
風
改
修　
５
件
分
）

・
小
学
校
管
理
総
務
費

　
　
　
　
　
　
　
１
４
０
万
円

　
（
火
災
報
知
設
備
修
繕
）

一部事務組合への令和４年度負担金予算額と前年度対比表 
区　　分 内　訳 R4年度予算額 R3年度予算額 増減額 増減率

伊 達 地 方
衛 生 処 理 組 合

一般会計 7,014 6,132 882 14.4%
し尿処理 29,403 28,440 963 3.4%
ごみ処理 45,004 37,541 7,463 19.9%
計 81,421 72,113 9,308 0.4%

公立藤田病院組合
特別交付税 28,485 29,743 ▲�1,258 ▲4.2%
一般会計 30,000 30,000 0 －
計 58,485 59,743 ▲�1,258 ▲2.1%

伊達地方消防組合 一般会計 222,270 208,482 13,788 6.6%
合　　　　計 362,176 340,338 21,838 6.4%

単位：千円
小数第２位
四捨五入

一部事務組合議会報告

　行政の能率化、効率化を図るため、特典の事務を関係市町村で共同処理する
方式です。◆一部事務組合とは

　

３
月
定
例
会
で
専
決
処
分
、
条
例
改
正
３
件
、

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
令
和
４
年
度

一
般
会
計
は
全
て
可
決
さ
れ
、
４
年
度
の
総
予
算

は
20
億
５
，
２
７
０
万
円
。
予
算
の
主
な
も
の
と

し
て
、
西
分
署
庁
舎
改
築
工
事
の
４
億
８
，
０
２

７
万
４
千
円
が
計
上
。
年
々
加
速
す
る
少
子
高
齢

化
に
伴
い
救
急
需
要
が
増
大
、
警
防
、
予
防
、
救

急
、
救
助
の
各
分
野
に
的
確
な
対
応
を
消
防
組
合

に
は
期
待
さ
れ
て
い
る
。

伊
達
地
方
消
防
組
合

福
島
地
方
水
道
用
水
供
給
企
業
団

選
出
議
員　
　
川　
名　
静　
子

　
　
　
　
　
　
佐　
藤　
武　
朗

選
出
議
員　
　
片　
平　
秀　
雄

西
分
署
庁
舎
改
築
予
算
計
上

　
２
月
22
日
令
和
４
年
２
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、

補
正
予
算
及
び
当
初
予
算
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

　
業
務
予
定
量

　
令
和
４
年
度
は
、
年
間
総
給
水
量
を
３
，
８
４

５
万
７
，
５
５
０
立
方
メ
ー
ト
ル（
同
69
万
５
，

８
４
１
立
方
メ
ー
ト
ル
減
）、
１
日
平
均
給
水
量

10
万
５
，
３
６
３
立
方
メ
ー
ト
ル（
同
１
，
９
０

７
立
方
メ
ー
ト
ル
減
）と
見
込
ん
で
い
る
。

伊
達
地
方
衛
生
処
理
組
合

選
出
議
員　
　
半　
澤　
　
　
高

　
　
　
　
　
　
岩　
﨑　
久　
男

１�　
伊
達
地
方
衛
生
処
理
組
合
議
会
議
長　
副
議

長　
監
査
委
員
の
選
出
に
つ
い
て

２�　
災
害
廃
棄
物
の
搬
入
状
況
と
施
設
災
害
復
旧

事
業
に
つ
い
て

　
３
月
16
日
に
発
生
し
た
福
島
県
沖
地
震
に
よ
り

被
害
が
生
じ
た
ご
み
焼
却
施
設
の
速
や
か
な
本
復

旧
工
事　
災
害
廃
棄
物
を
迅
速
に
処
理
す
る
た
め

補
正
予
算
の
必
要
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
専
決
処
分

し
た
。

災
害
廃
棄
物
処
理
へ
の
補
正
予
算

今
年
度
当
初
予
算
及
び
業
務
予
定
量
承
認

　
藤
田
病
院
議
会
か
ら
の
嬉
し
い
お
知
ら
せ
で
す
。

①�

新
年
度
よ
り
医
師
８
名
、
研
修
医
９
名
の
大
幅

増
員
で
す
。

②�

コ
ロ
ナ
禍
で
赤
字
見
込
み
で
あ
っ
た
令
和
３
年

度
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
関
連
補
助
金
な
ど
に
よ
り
、

黒
字
見
込
み
に
転
換
で
す
。

③�

議
会
提
案
の
コ
ロ
ナ
対
応
で
頑
張
ら
れ
た
職
員

の
み
な
さ
ん
へ
の
、�

慰
労
金
が
実
現
し
ま
し
た
。

公
立
藤
田
病
院
組
合

選
出
議
員　
　
齋　
藤　
松　
夫

斉　
藤　
　
　
謙

佐　
藤　
榮　
三

議
会
提
案 

職
員
へ
慰
労
金
が

政務活動費報告（令和３年４月１日から令和４年３月31日）
№ 議員氏名 交付額 支　出　内　容 備　　　　　　考
1 岡 本 貴 士 60,000 広報費 ○調査研究費

　議員が行う町の事務及び地方行財政に関す
る調査研究に要する交通費、宿泊費等
○研修費
　団体等が開催する研修会、講演会等への議
員の参加に要する会費、交通費、宿泊費等
○資料購入費
　議員が行う調査研究のために必要な図書・
資料等の購入に要する書籍購入代、新聞雑誌
購読料等
○広報費
　議員が行う議会活動及び町政に関する政策
等の広報活動に要する広報誌・報告書等印刷
費、送料、交通費等
○事務費
　議員が行う調査研究に係る事務遂行に必要
な事務用品費、通信費、使用料、賃借料等

2 鈴 木 隆 志 12,000 資料購入費、広報費、事務費
3 岩 﨑 久 男 1,643 広報費
4 齋 藤 松 夫 60,000 資料購入費、事務費
5 佐 藤 武 朗 3,860 広報費
6 斉 藤　　 謙 60,000 広報費
7 羽根田　八千代 0
8 佐 藤 榮 三 0

9 川 名 静 子 49,515 研修費、資料購入費、広報費、事務費
10 半 澤　　 高 0

11 原　　 賢 志 40,871 資料購入費、広報費、事務費

12 片 平 秀 雄 57,311 調査研究費、資料購入費、広報費、事務費
合　　　計 345,200

（１議員の政務活動費　年60,000円）
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令和３年度　桑折町一般会計繰越明許費繰越計算書（R4.5.31現在）
款 事　業　名 金　額 翌年度繰越額 一般財源 完成予定期日

02 総務費
軽自動車税システム制度改正に伴う改修業務 2,860,000円 2,860,000円 2,860,000円 令和４年12月28日
住民記録システム改修業務 2,310,000円 2,310,000円 0円 令和５年２月20日

03 民生費

住民税非課税世帯等に対する臨時特別
給付金支給事業 115,867,000円 10,019,000円 0円 令和５年１月31日

子育て世帯に対する臨時特別給付金支給事業 160,269,000円 2,705,000円 0円 令和４年５月31日
住宅応急修理事業 63,298,000円 2,985,000円 0円 令和４年７月31日

05  農林水産業費
農村地域防災減災事業
（成田ため池基本設計業務） 17,000,000円 17,000,000円 0円 令和４年11月30日

ふくしま森林再生事業 23,630,000円 9,671,000円 415,000円 令和４年６月30日

07 土木費
町道3100号（下郡上代）線道路改良事業 23,000,000円 12,770,000円 12,770,000円 令和４年６月30日
橋梁点検事業 30,500,000円 11,892,000円 7,226,000円 令和４年９月30日

09 教育費

学校保健特別対策事業「感染症対策等の
学校教育活動継続支援事業 3,600,000円 0円 0円 令和４年３月31日
学校保健特別対策事業「感染症対策等の
学校教育活動継続支援事業 900,000円 0円 0円 令和４年３月31日

旧伊達郡役所保存修理事業 52,191,000円 52,191,000円 2,696,000円 令和４年11月30日
10 災害復旧費 旧伊達郡役所災害復旧事業 75,591,000円 75,591,000円 78,000円 令和４年11月30日

合　　　　　計 571,016,000円 199,994,000円 26,045,000円

令和４年度桑折町国民健康保険税あん分率
医療給付費分 後期高齢者医療支援金分 介護納付金分

令和４年度 ３年度 令和４年度 ３年度 令和４年度 ３年度

あ
ん
分
率

所　　得　　割 100分の� 6.77 6.77 100分の� 2.96 2.92 100分の� 2.90 2.86

均等割 （被保険者１人あたり） 22,300円 22,300円 9,400円 9,400円 10,300円 10,300円

平等割
（１世帯あたり） 17,200円 17,200円 7,300円 7,300円

5,300円 5,300円（ 特 定 世 帯 ） 8,600円 8,600円 3,650円 3,650円

（特定継続世帯） 12,900円 12,900円 5,475円 5,475円

軽
減
額（
地
方
税
法
第
七
百
三
条
の
五
）

７
割
軽
減
額

均等割 （被保険者１人あたり） 15,610円 15,610円 6,580円 6,580円 7,210円 7,210円

平等割
（１世帯あたり） 12,040円 12,040円 5,110円 5,110円

3,710円 3,710円（ 特 定 世 帯 ） 6,020円 6,020円 2,555円 2,555円

（特定継続世帯） 9,030円 9,030円 3,833円 3,833円

５
割
軽
減
額

均等割 （被保険者１人あたり） 11,150円 11,150円 4,700円 4,700円 5,150円 5,150円

平等割
（１世帯あたり） 8,600円 8,600円 3,650円 3,650円

2,650円 2,650円（ 特 定 世 帯 ） 4,300円 4,300円 1,825円 1,825円

（特定継続世帯） 6,450円 6,450円 2,738円 2,738円

２
割
軽
減
額

均等割 （被保険者１人あたり） 4,460円 4,460円 1,880円 1,880円 2,060円 2,060円

平等割
（１世帯あたり） 3,440円 3,440円 1,460円 1,460円

1,060円 1,060円（ 特 定 世 帯 ） 1,720円 1,720円 730円 730円

（特定継続世帯） 2,580円 2,580円 1,095円 1,095円

令和３年度　桑折町一般会計事故繰越し繰越計算書（R4.5.31現在）
款 事業名 支出負担行為額 翌年度繰越額 一般財源 説　　明 完成予定期日

02 総務費 旧庁舎「桑折町役場」
プレート設置事業 493,900円 494,000円 494,000円

石材輸入元である中国福建省
において、採石場と港の間で
新型コロナウイルス感染症が
拡大し、運搬困難となったた
め。また、国内の石材は高価
で時間がかかるため、工事金
額内では代替できないため。

令和４年６月20日

合　　　　　計 493,900円 494,000円 494,000円

議会モニターからの質問にお答えします。

消防団設置等に関する条例改正

議員活動状況報告書

　町消防団設置等に関する条例改正で、定額増とした根拠は問

　今回、議員活動状況報告書を議会だよりに掲載しなかったのは、何故か。問

　消防庁は団員数の減少に講ずべき対策を検討、処遇改善策として報酬を基準に合わせ
た取組を行うよう通知があり、改正となった。

答

　議員の活動状況は、字が小さく工夫が必要なページでした。
　春号では、内容が多く省きましたが、分かり易く載せていきます。

答

　議会だより令和４年度春号について、ご質問をいただいたことに、お答えします。

議会報告会及び意見交換会の事前質問にお答えします。
　コロナ禍の影響で開催中止となりました「議会報告・意見交換会」で事前質問通告として、
さまざまな観点からご質問をいただいたことに、お答えします。

民営こども園について 伊達郡の発熱外来について

昭和大橋橋梁災害復旧費について

保育所の廃止・民営化について

桑折町の将来像について

議会報告会

　伊達市の民設民営こども園が資材等値
上がりで２件の事業者が撤退した。同様
なことが桑折町でも起こり得ると思う。
こども園は町設町営が安心である。なぜ、
急に民営化の話が出たのか。

　先日広報として配られた発熱外来の
利用が週３回平日のみだった。子ども
は週末体調を崩しやすい。予算を出し
ても対応してほしい。

　６月定例会で、昭和大橋の橋梁災
害復旧費１億360万円を計上していた
が、原状復帰もできない。今回も2,700
万円を橋梁災害復旧費として専決承認
している。何故か。

　町に確認したところ、土・日の対応
に関しては、かかりつけ医に相談し、
かかりつけ医がいない方は、受診セン
ターへ連絡し、土・日でも受診できる
医療機関を紹介してもらってくださ
い。

　昭和大橋については、令和３年度災
害復旧事業による復旧工事を令和４年
３月15日に完了し、３月19日に交通
開放を予定していました。しかし、３
月16日に発生した震度６弱の地震によ
り、再度橋梁が被災したことから、復
旧に必要な設計業務が発生するため、
４月１日に専決処分を行いました。

問

　陳情書に対する今後の対応。問

問

　新総合計画で、これからのまちづくり
に「観光立町」の考えはあるか。

　事前質問通告書の意味は。

問

　後日、調査特別委員会で調査した内容
をお知らせします。

答

　調査特別委員会で調査し対応する。

　移住定住の一環事業として、各種イベ
ントを開催実施しているが、特に「観光
立町」を明確化したものではない。

　報告会場では質問できない方もおられる
と聞いています。可能な限り多くの質問に
答えるためこの様な手法をとっています。

答

答

答

問

答

問

答
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活　　動　　状　　況 対象者
議会定例会・臨時会
　３月１日～３月17日　令和４年第２回議会定例会（休会日　３月４日、５日、６日、９日、11日、12日、13日、1５日） 全 議 員
　４月７日　　　　　　令和４年第３回議会臨時会　 〃
　５月19日　　　　　　令和４年第４回議会臨時会　　 〃
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）対策調査特別委員会
　４月20日　第23回新型コロナウイルス感染症（COVID-19）対策調査特別委員会 選 出 委 員
　５月2４日　第2４回新型コロナウイルス感染症（COVID-19）対策調査特別委員会 〃
議会運営委員会
　３月３日、17日、29日　４月７日、1４日、26日　５月19日、26日　６月６日 選 出 委 員
総務文教常任委員会
　３月１日　４月５日、1５日、2８日　５月12日、26日 選 出 委 員
産業厚生常任委員会�
　３月１日、1４日　５月10日、31日　６月３日 選 出 委 員
広報広聴常任委員会
　３月３日、17日、22日、2５日　４月４日、８日、12日、22日 選 出 委 員
議会全員協議会　　
　３月１日、２日、３日、７日、８日、10日、1４日、16日、17日　４月７日、12日、26日　５月10日、19日　６月７日 全 議 員
例月出納検査
　３月2５日　４月2５日　５月2５日 監 査 委 員
政務調査会
　５月19日　政務調査会役員会 選 出 役 員
　　　2４日　政務調査会総会 全 議 員
公立藤田病院組合議会
　３月30日　公立藤田病院組合議会全員協議会 選 出 議 員
　　〃　　　令和４年第１回公立藤田病院組合議会定例会 〃
伊達地方衛生処理組合議会
　３月2８日　伊達地方衛生処理組合議会全員協議会 選 出 議 員
　　〃　　　令和４年第１回伊達地方衛生処理組合議会定例会 〃
　５月27日　伊達地方衛生処理組合議会全員協議会 〃
　　〃　　　令和４年第２回伊達地方衛生処理組合議会臨時会 〃
伊達地方消防組合議会
　５月27日　伊達地方消防組合議会全員協議会 選 出 議 員
　　〃　　　令和４年第２回伊達地方消防組合議会臨時会 〃
福島地方水道用水供給企業団組合議会
　５月16日　福島地方水道用水供給企業団組合議会打合せ 議 長
　　　23日　令和４年５月福島地方水道用水供給企業団組合議会臨時会 〃
福島県市町村総合組合議会
　５月23日　令和４年５月福島県市町村総合組合議会臨時会 議 長
福島県町村議会議長会
　５月９日　福島県町村議会議長会正副議長会議 議 長
　　〃　　　福島県町村議会議長会理事・監査合同会議 〃
　６月３日　福島県町村議会議長会正副議長会議 〃
　　〃　　　福島県町村議会議長会理事・監査合同会議 〃
　　〃　　　令和４年度福島県町村議会議長会定期総会 〃
伊達郡町村議会議長会
　３月22日　伊達郡町村議会議長会正副議長及び事務局長合同会議 正 副 議 長
　４月1８日　伊達郡町村議会議長会正副議長及び事務局長合同会議 〃
　５月20日　伊達郡町村議会議長会議 〃
その他行事
　３月22日　高齢者作品審査会 議 長
　４月21日　福島蚕糸跡地造成工事起工式 正 副 議 長
　５月11日　第６回全国山城サミット桑折大会実行委員会 正 副 議 長
　　　20日　伊達市議会正副議長来庁 正 副 議 長
　　　21日　桑折町SDGs推進町民会議設立総会 議 長 外
　　　22日　半田山山開き 副 議 長 外
　　　2５日　自治体DX推進トップマネジメントセミナー 正副議長外
　　　30日　令和４年度町村議会議長・副議長研修会 正 副 議 長
　　　31日　伊達地方消防組合議会正副議長来庁 議 長
　６月１日　まちづくりネット役員来庁 議 長

　　　　　　　　　議員活動状況報告 　　　　令和４年３月定例会報告以降

文
化
セ
ン
タ
ー　
６
／
30

　

県
町
村
議
会

議
長
会
主
催
の

広
報
研
修
会
が

２
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
た
。

　
講
師
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ナ
ー
長
岡
光
弘
氏
よ
り「
広

報
紙
の
広
報
力
を
高
め
る
た
め

に
」と
題
し
て
、講
義
が
あ
っ
た
。

　
議
会
だ
よ
り
は
、
公
費
で
出

版
さ
れ
住
民
が
購
読
料
を
払
っ

て
い
る
機
関
紙
で
あ
る
。
議
員

目
線
で
町
民
に
何
を
伝
え
る
か
。

住
民
目
線
で
、
住
民
に
情
報
が

伝
わ
り
易
い
紙
面
つ
く
り
に

な
っ
て
い
る
か
。
心
が
け
て
、

今
後
、
発
行
に
努
め
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
を
再
認
識
さ
せ
ら

れ
た
研
修
会
で
あ
っ
た
。

議
会
議
員
の
派
遣

１　
第
17
回
伊
達
郡
町
議
会

　
議
員
大
会

⑴�　
目
的　
郡
内
町
議
会
の
議

員
が
一
堂
に
会
し
、
議
員
大

会
を
通
し
て
町
村
自
治
の
確

立
と
議
会
機
能
の
高
揚
を
図

り
、
活
発
な
議
会
活
動
の
推

進
に
資
す
る
。

⑵　
派
遣
場
所

川
俣
町
中
央
公
民
館

⑶�　
期
間　
令
和
４
年
７
月
20

日
⑷�　
派
遣
議
員　
議
会
議
員
全

員
２�　
議
会
運
営
委
員
会
視
察
調

査
⑴�　
目
的　
予
算
・
決
算
審
議

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
る

当
委
員
会
で
は
、
先
進
地
で

あ
る
川
俣
町
議
会
を
視
察
。

委
員
会
方
式
で
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
調
査
し
、

当
議
会
に
お
け
る
協
議
・
検

討
の
参
考
に
資
す
る
。

⑵　
派
遣
場
所　
川
俣
町
役
場

⑶�　
期
間　
令
和
４
年
７
月
12

日
⑷�　
派
遣
議
員　
議
会
運
営
委

員
及
び
参
与

町
村
議
会
広
報
研
修
会

の
声

町
民

議
会
広
報
委
員
会
で
は
発
行
後
、
各
地
区
数
名
の
方
々
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
率
直
な
生
の
声
と
し
て
、「
町
民
の
声
」の
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
わ
か
り
や
す
い
、
伝
わ
る
紙
面
づ
く

り
、
編
集
に
生
か
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

「
議
会
傍
聴
」か
ら

・
初
め
て�

４
名

・
１
～
２
回
傍
聴
し
た�

１
名

・
同
じ
内
容
の
質
問
が
多
い
。

・�

質
問
者
・
答
弁
者
も
聞
き
取

れ
な
い
所
が
あ
る
。
ま
た
、

傍
聴
席
に
も
机
が
ほ
し
い
。

（
60
代
男
性
）

・��

地
域
協
力
隊
員
の
地
域
農
家

と
の
交
流
が
大
事
と
い
う
質

問
に
対
し
、
先
日
の
認
定
農

家
会
で
の
研
修
事
業
へ
の
協

力
隊
員
の
参
加
も
進
め
る
べ

き
と
の
意
見
が
反
映
さ
れ
た

と
の
思
い
を
持
っ
た
。

�

（
60
代
）

「
議
会
だ
よ
り
」ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

・
毎
回
読
む　
　
　
　
　
８
名

・
目
に
し
た
時
に
読
む　
３
名

気
づ
い
た
点
・
要
望
な
ど

・�
醸
芳
保
育
所
等
を
な
く
さ
な

い
で
ほ
し
い
。（
60
代
女
性
）

・�

町
の
行
政
が
良
く
わ
か
り
参

考
に
な
る
。

・�

重
点
に
な
る
と
こ
ろ
を
、
ゴ

シ
ッ
ク
や
大
文
字
等
読
み
や

す
く
し
て
ほ
し
い
。

・�

専
門
的
に
書
か
な
い
と
意
味

が
な
い
と
思
う
が
、
一
般
人

が
理
解
で
き
る
構
成
に
し
て

ほ
し
い
。

・�

旧
役
場
、
幼
稚
園
、
コ
ロ
ナ

等
、
町
長
だ
け
で
な
く
議
会

で
よ
く
検
討
し
て
ほ
し
い
。

�

（
80
代
男
性
）

・�

内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
長

い
。

・�

荒
れ
た
田
畑
や
け
も
の
被
害

に
興
味
が
あ
り
ま
す
。

（
60
代
女
性
）

編
集
委
員
か
ら

　
ご
意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

で
き
る
限
り
答
え
て
い
き
ま

す
。

お知らせ
　９月定例会は、８月下旬から
９月上旬に開催予定です。
（町長選挙のため早くなります）
　議会報告・意見交換会はコロ
ナの状況を注視して、行う予定
です。詳しくは後日

研修を生かした編集に



編　集　後　記
　「遊盤陀山記（はんだやまにあそぶき）」明和
7年（1770）現在の４月26日に保原町高子の
漢学者、熊阪台州とその弟子で桑折町西町の
開業医、小野隆庵、息子の泰庵、隆庵の門人
佐藤子古と佐藤元素の５人が西町から半田山
頂上まで薬草を採取しながら登ったことを、
高子の明月楼で台州により約250年前に書か
れた登山記で、文中「ト年崕の雪、四月八日
を經れば、其の歳、必ず熟す。」と現在の半田
山（字世例）に５月３日まで残雪があれば日照
りにならず豊作とある。今年は、例年になく、
田起こしが始まった４月30日に半田山に雪
が降った年で、豊作が望まれる年になればと
思います。� 鈴木隆志
■広報広聴委員会　編集委員
委 員 長　川　名　静　子　　委員　斉　藤　　　謙

副委員長　鈴　木　隆　志　　委員　佐　藤　榮　三 令和４年７月13日発行
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〜４月30日の半田山雪景色〜

議会だより ●26

（50音順・敬称略）

酒井眞理子

山川多美子

川村　慈道 佐々木　明

宍戸　守 津田　健一

二階堂洋子 吉田　良崇

令和４年度
モニターさん
紹　　　　介

刺激を受けました。今後は議会にお
ける議案の賛否に関し議員諸氏の論
戦力と行政の政策立案手続きにも興
味を持ってモニターしたいと思いま
す。

意見を反映させる役割を担っている
ことがよく分かりました。これから
も議会に関心を持ち続けたいと思い、
議会モニターに応募しました。

てもらい、時間に余裕が有る内と思
い、応募しました。発言は苦手です
が、見る、聞くことは大丈夫なので
この機会に少しでも町政に関われた
らと思っています。一年間宜しくお
願いします。

活動してきました。数年前からのコ
ロナ禍において活動の自粛を余儀な
くされました。この少し立ち止まった
時に今まで知らなかった我が町を知
る機会を得ました。こらからもっと我
が町を見てみようと応募しました。

いい機会だと思いモニターとなりま
した。わからないなりにやらせて頂
きます。わからないからこそ見える
ものがあるかも、、？！

のも現状です。なかなか難しい問題
かと思いますが、少しでも興味を
もってもらえるよう、モニター２年
目として協力させていただきます。

会での議会の役割も大きいことから、
議会運営の一助になればと思い応募
しました。一年間宜しくお願い致し
ます。

町民と議員が当事者になって考える
事が出来る町は、住んで良かった町
になると思います。町議会が民主的
な運営を推進できるように、応援団
として関わりたいと思います。

　議会モニター２期
目に応募し依嘱され
ました。１期目に生
の議会を傍聴し大変

　議会モニターは、
２年目になります。
議会を傍聴してきて、
議会が町政に町民の

　今迄忙しいのを言
い訳にして来ました
が、今回“モニター
にどう”と声を掛け

　私は、全世界の女
性の地位向上のため
に活動する世界的な
奉仕団体で10年以上

　今まで、一度も議
会の中身を知ろうと
しませんでした。何
もわかりませんが、

　まだまだ町政や議
会運営に対して関心
が薄いのと、議員と
町民間で距離がある

　コロナ禍で地域活
動やモミニュティが
制限されました。今
後、ウィズコロナ社

　桑折町の事をもっ
と知りたく、モニ
ターに応募しました。
生活課題をめぐって


